
４．受験票の印刷

出願期間終了後から平成３０年１１月１４日（水）までに，出願時に登録したメールアドレスへ受験票が印

刷可能となった旨の連絡をします。連絡があった後にインターネット出願システムの「申し込み一覧」からA

４用紙に印刷し，受験時に必ず持参してください。

ＡＯ入試方法等５．

ＡＯ入試における志望する学部・課程（コース・専攻）が指定した教科・科目は「 （３０（３）選抜方法等
ページ）」のとおりです。受験する際は以下の注意事項に十分留意し，志望する学部・課程（コース・専攻）

の指定した受験教科・科目を確実に受験してください。

大学入試センター試験で受験を要する教科・科目に関する注意事項
入試を実施する学部・課程（コース・専攻）は，平成３１年度大学入試センター試験の受験を要するＡＯ

教科・科目を指定しています。志望する学部・課程（コース・専攻）が指定した教科・科目（第１解答科目

の指定を含む）を一つでも受験していないことが判明した場合，合否判定の対象とはなりませんので，注意

してください。

（１）大学入試センター試験に係る注意事項

Ⅰ．大学入試センター試験で受験を要する教科・科目について

地理歴史・公民及び理科の基礎を付していない科目を２科目受験する場合は，解答順に「第１解答科目」

及び「第２解答科目」として取扱います。

また，得点の採用方法等については，「 」の志望する学部・課程（コース・専攻）の（３）選抜方法等
「大学入試センター試験の成績の取扱いについての注意事項」で確認してください。

Ⅱ．成績の利用について

大学入試センター試験の成績は，平成３１年度のものに限り利用します。

（２）教科・科目名の表記について

大学入試センター試験の教科・科目名は，次のように表記しています。

教科名 科 目 名

国語→国 『国語』→『国語』

地理歴史→地歴 『世界史A』→『世A』,『世界史Ｂ』→『世Ｂ』，『日本史A』→『日A』,『日本史Ｂ』→『日Ｂ』，
『地理A』→『地理A』,『地理Ｂ』→『地理Ｂ』

公民→公民 『現代社会』→『現社』,『倫理』→『倫』,『政治・経済』→『政経』,
『倫理,政治・経済』→『「倫・政経」』

数学→数 『数学Ⅰ』→『数Ⅰ』,『数学Ⅱ』→『数Ⅱ』,『数学Ａ』→『数Ａ』,『数学Ｂ』→『数Ｂ』,
『簿記・会計』→『簿』,『情報関係基礎』→『情報』

理科→理 『物理基礎』→『物基』,『化学基礎』→『化基』,『生物基礎』→『生基』,『地学基礎』→『地基』,
『物理』→『物』,『化学』→『化』,『生物』→『生』,『地学』→『地学』

外国語→外 『英語』→『英』,『ドイツ語』→『独』,『フランス語』→『仏』,『中国語』→『中』,『韓国語』→『韓』

※理科の『基礎を付した科目』とは，物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎を指し，『基礎を付していない科目』
とは，物理，化学，生物，地学を指します。



（３）選抜方法等

教 育 学 部

学校教育課程小中一貫教育コース中学校主免専攻（音楽，美術，保健体育，家庭，英語）

（１）選抜方法
（第1次選考）面接①・書類審査（出願書類：自己推薦書，志望理由書，実技・活動等に関する調

書），各教科の定める個別審査により選抜します。なお，第２次選考に向けて課題を課
す場合があります。

※第１次選考時に選考の流れ及び第2次選考に向けての心構え等を説明するガイダンスを行います。
（第2次選考）面接②，第1次選考の結果及び大学入試センター試験の結果を総合して選抜します。

なお，第1次選考時に課した課題は面接②の基礎資料とします。

選考試験の種類課程（コース・専攻） ｾ ﾝ ﾀ ｰ ･大 学 入 試 試 験 で 受 験 を 要 す る 教 科 科 目 名

国 （ ） （第１次選考）
学 校 教 育 課 程

国語
外 （ ( ) 1） 面 接①

小中一貫教育コース
英 リスニングを含む ，独，仏，中，韓から

数 （ ） 各教科の定め
中学校主免専攻

数Ⅰ，数Ⅰ・数A，数Ⅱ，数Ⅱ・B，簿，情報
地歴・公民 （ から１ る個別審査

音楽・美術
世A,世B,日A,日B,地理A,地理B,

）
保健体育・

現社,倫,政経,「倫･政経」
理 （ ） （第２次選考）

家庭・英語
物，化，生，地学，（物基，化基，生基，地基から２）

面 接②（３教科３科目又は３教科４科目）

大学入試センター試験の成績の取扱いについての注意事項
１) 数学，地歴・公民及び理科において，受験する科目のうち高得点の成績を採用します。
ただし，地歴・公民及び理科の「第２解答科目」は，利用しません。

２) 英語は，筆記試験，リスニングテストの両方を必ず受験してください（大学入試センターからリ
スニングテストを免除された者を除きます）。筆記試験のみ受験した者（免除者以外）及びリスニ
ングテストのみ受験した者は英語を受験しなかったものとして取り扱います。

（２）選考方法
ア．学校教育課程小中一貫教育コース中学校主免専攻（音楽）
【第１次選考】
面接①：複数の教員で面接（集団又は個人）を行い，書類審査を含み，中学校及び小学校教育，音

楽科教育への関心及び教員としての適性等をみます。また，質問内容には音楽に関する基
礎的知識（楽典等）を含みます。面接時間は15分程度とします。

教科の定める個別審査（実技）：
次の1. 及び2. をどちらも演奏する。
1. ピアノ 次の練習曲集から任意の1曲（暗譜）

C. Czerny 40番 練習曲集 op. 299
C. Czerny 50番 練習曲集 op. 740
F. Chopin 練習曲集 op. 10, op. 25（ただしop. 10-6, op. 25-7を除く）

2. 声楽，管楽器又は弦楽器
声楽を選択する場合は，次の3曲から任意の1曲（暗譜の必要はない）。
Concone 50番 op. 9より 24番，29番，39番
※ 中声用又は低声用のいずれかを出願時に選択すること。母音唱，階名唱，音名唱のいずれも可
とする。伴奏者及び伴奏譜（全音楽譜出版社）は本学で用意する。

管楽器又は弦楽器を選択する場合は，任意の練習曲（暗譜の必要はない）。
※ 出願時に楽譜を同封すること。

【第２次選考】
面接②：複数の教員で個人面接を行い，音楽科教員としての適性等をみます。次の1. 2. 3. よりい

ずれかを選択して演奏した後，演奏した楽曲や，自身の演奏等についての質問に答えます。
面接時間は１人２０分程度（演奏を含む）とします。

1. ピアノ J. Haydn，W. A. Mozart，L. v. Beethoven のソナタの中から，緩徐楽章及
び変奏曲楽章を除く任意の1つの楽章（暗譜。繰り返し及びD.C.は省略）

2. 声楽 イタリア語又はドイツ語の歌詞による任意の1曲（原語。暗譜）
※ 原則として，原調で演奏すること。ただし，出版されている移調楽譜の使用も可とする。伴奏
者は本学が用意する。伴奏譜については，出願時に同封すること。

3. 管楽器又は弦楽器 任意の1曲（暗譜。ソナタ又は協奏曲の場合は1つの楽章）
※ 繰り返し省略。カデンツァ省略可。練習曲も可とするが，第1次選考と同一曲
は不可。当日伴奏無し。出願時に楽譜を同封すること。



イ．学校教育課程小中一貫教育コース中学校主免専攻（美術）
【 】第１次選考
面接①：複数の教員で面接（集団又は個人）を行い，書類審査を含み，中学校及び小学校教育，

美術科教育への関心及び適性等をみます。面接時間は１５分程度とします。
教科の定める個別審査（実技）：
「鉛筆デッサン」（モチーフの一部として使用する紙工作を含む（注））を行い，構成力・描
写力・表現力をみます。
（注）モチーフ作りの詳細については，当日ガイダンスにて説明します。

【 】第２次選考
面接②：複数の教員で個人面接を行い，中学校及び小学校教育，美術科教育に関わる関心及び

適性等をみます。面接時間は１人 分程度とします。20

ウ．学校教育課程小中一貫教育コース中学校主免専攻（保健体育）
【 】第１次選考
面接①：複数の教員で面接（集団又は個人）を行い，書類審査を含み，中学校及び小学校教育，

保健体育科教育への関心及び適性等をみます。面接時間は１５分程度とします。
教科の定める個別審査（実技）：
「陸上競技」，「ダンス」，「器械運動」，「バレーボール」，「バスケットボール」，「サ
ッカー」の中から，当日こちらが指定した４～６種目を行い，中学校教員に必要な基礎的運動
能力をみます。
（注）実技内容の詳細については，当日ガイダンスにて説明します。

【 】第２次選考
面接②：複数の教員で個人面接を行い，中学校及び小学校教育，保健体育科教育への関心及び

適性等をみます。面接時間は１人２０分程度とします。

エ．学校教育課程小中一貫教育コース中学校主免専攻（家庭）
【 】第１次選考
面接①：複数の教員で面接（集団又は個人）を行い，書類審査を含み，中学校及び小学校教育，

家庭科教育への関心及び適性等をみます。面接時間は１５分程度とします。
教科の定める個別審査（プレゼンテーション等）：

しても高等学校までに学習した家庭科の内容に関するテーマについて，プレゼンテーションを
。さらにその内容についての質疑応答を行い，自分の考えをまとめ人に伝える能力とらいます

大学で家庭科を学ぶ上での基礎力をみます。
（注）プレゼンテーションの詳細については，当日ガイダンスにて説明します。

【 】第２次選考
面接②：複数の教員で面接（集団または個人）を行い，中学校及び小学校教育，家庭科教育へ

の関心及び適性等をみます。面接時間は１人２０分程度とします。

オ．学校教育課程小中一貫教育コース中学校主免専攻（英語）
【 】第１次選考
面接①：複数の教員で面接（集団又は個人）を行い，書類審査を含み，中学校及び小学校教育，

英語科教育への関心及び適性等をみます。教科の定める個別審査で書いた英文につい
ての英語による質疑応答等を含みます。面接時間は２０分程度とします。

教科の定める個別審査（英語によるコミュニケーション）：
与えられたテーマについて２００語程度の英作文等を課します。

【 】第２次選考
面接②：複数の教員で個人面接を行い，中学校及び小学校教育，英語科教育への関心及び適性

等をみます。面接時間は１人２０分程度とします。なお，英語による質疑応答を含み
ます。



（３）選考日時及び試験場
【 】第１次選考
ア． 選 考 日 時 平成３０年1１月２４日（土）・２５日（日）

すべての試験時間は，進行の度合いによっては開始時刻等を変更すること※
があります。受験者数によっては，１日で終了することもあります。詳し
くは，受験案内を受験票ダウンロード時に併せて，インターネット出願シ
ステムの「申し込み一覧」へ掲載しますので，そちらを必ず確認してくだ
さい。

「各教科の定める個別審査」は，「個別審査」と略記しています。

教育学部学校教育課程小中一貫教育コース中学校主免専攻

試 験 時 間 等
試験日 教 科

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

個別審査（実技） 面接①ガイダ
音楽 個別審査終了後ンス

～9:00 10:00
9:40～

個別審査（実技） 個別審査（実技） 面接①ガイダ
ンス

10:00 12:00 13:00～15:00 15:30～美術 9:00 ～
9:40～

個別審査（実技） 面接①ガイダ
個別審査終了後11月24日 保健体育 ンス

～（土） 9:00 10:00
9:40～

個別審査（プレゼンテーション等）及び面接①ガイダ
ンス家庭

～9:00 10:00
9:40～

個別審 面接①ガイダ
査(＊)ンス
10:00 11:30～英語 9:00
11:00～9:40 ～

＊英語によるコミュニケーション

音楽 美術 面接①
保健体育 英語

～9:00
11月25日
（日）

家庭 個別審査（プレゼンテーション等）及び面接①
9:00～



イ． 集 合 場 所 宮崎大学教育学部（木花キャンパス）
宮崎市学園木花台西１丁目１番地 ℡(0985)58-2891

ウ． ①宮崎大学入学試験受験票〔ＡＯ入試〕選考当日の携行品
②筆記用具
③各教科の定める個別審査に要する道具
音 楽：声楽，管楽器又は弦楽器用楽譜（必要とする者のみ），楽器

（管楽器又は弦楽器を選択した者のみ）
美 術：鉛筆デッサン用具，はさみ，のり，定規（30cm程度）
保健体育：運動のできる服装，体育館シューズ，屋外シューズ（スパイク

は除く）
家 庭：特になし
英 語：特になし

【 】第２次選考
ア． 選 考 日 時 平成３１年１月２６日（土）・２７日（日）

※受験者数によっては，１日で終了することもあります。
詳しくは，第1次選考結果通知の際にお知らせします。

イ． 集 合 場 所 宮崎大学教育学部（木花キャンパス）
宮崎市学園木花台西１丁目１番地 ℡(0985)58-2891

ウ． ①宮崎大学入学試験受験票〔ＡＯ入試〕選考当日の携行品
②大学入試センター試験受験票
③筆記用具
④第1次選考時に課された課題（課されている場合のみ）
⑤その他
音 楽：面接②で使用する楽器（管楽器又は弦楽器を選択した者のみ）


